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議
員

武
蔵
野
市
で
は
地
域
の

高
齢
者
や
子
ど
も
達
の
憩
い
の

家
「
テ
ン

ミ
リ
オ
ン

ハ
ウ
ス
」

が
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

本
市
で
も
、

今
後
の
施

策
に
生
か

し
て
は
ど

う
で
し
ょ

う
か
。

福
祉
部
長

今
後
多
様

な
施
策
を
推
進
し
て
い
く
一
つ

の
方
法
と
し
て
、
武
蔵
野
市
の

テ
ン
ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
の
考
え

方
を
参
考
に
、
本
市
の
地
域
福

祉
の
支
援
の
あ
り
方
を
研
究
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
の
相

談
が
増
え
て
い
ま
す
。
相
談
窓

口
の
開
設
及
び
マ
ン
シ
ョ
ン
ラ

イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

都
市
整
備
部
長

建
築
課
に
お

い
て
、
生
活
安
全
課
の
市
民
相

談
窓
口
と
調
整
し
な
が
ら
相
談

窓
口
が
わ
か
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
を
行

う
と
と
も
に
、
広
報
紙
を
活
用

し
な
が
ら
周
知
を
図
り
ま
す
。

セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
秋
口

あ
た
り
に
開
催
で
き
る
よ
う
積

極
的
に
調
整
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員

防
災
無
線
が
聞
こ
え
な

い
と
の
苦
情
が
続
い
て
い
ま
す
。

熱
海
市
で
実
施
し
て
い
る
「
防

災
ラ
ジ
オ
」
を
本
市
で
も
取
り

入
れ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

総
務
部
長

大
変
有
効
な
情
報

伝
達
方
法
の
一
つ
と
思
い
ま
す
。

本
市
で
も
、
町
会
及
び
自
主
防

災
会
の
方
々
に
ご
意
見
を
伺
い

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

埼
京
線
沿
い
の
環
境
空

間
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と

し
て
、
歩
行
距
離
の
表
示
を
整

備
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

市
長

環
境
空
間
は
「
心
の
中

山
道
」
と
し
て
歩
い
て
い
た
だ

く
こ
と
が
一
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
な
っ
て
お
り
、
積
極
的
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
新
設
さ
れ
、
要
支
援
・
要
介

護
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
高
齢
者

を
対
象
に
介
護
予
防
事
業
を
介

護
保
険
制
度
の
枠
内
で
行
う
。

特
養
な
ど
の
施
設
給
付
は
、
居

住
費
・
食
費
が
保
険
給
付
か
ら

外
さ
れ
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

滷
で
き
る
の
に
や
ら
な
い
人
に

つ
い
て
廃
止
す
る
の
で
あ
り
、

必
要
な
人
に
は
家
事
介
護
も
行

い
ま
す
。
澆
「
改
正
法
」
が
ま

だ
成
立
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

低
所
得
者
に
対
す
る
急
激
な
負

担
増
へ
の
配
慮
は
考
え
ら
れ
て

い
る
。
潺
介
護
報
酬
が
示
さ
れ

て
お
ら
ず
、
明
確
に
は
言
え
な

い
が
４
５
０
０
円
前
後
に
な
る

の
で
は
。
潸
サ
ー
ビ
ス
量
が
増

え
る
と
、
保
険
料
が
上
が
る
こ

と
は
や
む
を
得
な
い
。
ま
た
、

現
行
シ
ス
テ
ム
で
は
、
定
め
ら

れ
た
負
担
割
合
以
上
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
難
し
い

で
す
。

議
員

市
民
が
気

軽
に
健
康
増
進
を

図
れ
る
よ
う
、
公

園
に
健
康
機
器
を

設
置
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

都
市
整
備
部
長

健
康
増
進
を
図
る

機
器
の
設
置
は
、

関
係
町
会
や
地
域

の
方
々
と
協
議
を

行
い
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

議
員

介
護
保
険
法
の
「
改
正

案
」
に
関
し
伺
い
ま
す
。
漓
具

体
的
内
容
は
。
滷
家
事
介
護
が

廃
止
さ
れ
た
ら
生
活
が
成
り
立

た
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

は
。
澆
施
設
給
付
の
食
費
・
居

住
費
が
自
己
負
担
に
な
れ
ば
、

低
所
得
世
帯
は
施
設
に
入
れ
な

く
な
る
。
市
と
し
て
対
策
が
必

要
な
の
で
は
。
潺
平
成
１８
年
度

の
介
護
保
険
料
の
見
込
み
額
は
。

潸
保
険
料
が
現
状
よ
り
５０
％
も

上
が
っ
て
は
、
払
い
き
れ
な
い

高
齢
者
が
増
え
、
介
護
保
険
制

度
が
成
り
立
た
な
く
な
る
。
市

と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

福
祉
部
長

漓
今
度
の
「
改
正
」

は
予
防
重
視
で
、
今
ま
で
の
要

支
援
を
要
支
援
１
、
要
介
護
１

の
約
７０
％
を
要
支
援
２
と
し
て

介
護
予
防
を
重
視
し
、
家
事
代

行
型
サ
ー
ビ
ス
は
見
直
し
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
地
域
支
援
事
業
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地域高齢者や�
　子ども達の憩いの場を�

議
員

こ
の
支

援
制
度
は
、
個

人
市
民
税
の
１

％
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
市
民
活
動

団
体
が
、
公
益

的
な
福
祉
・
環

境
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
・
青
少

年
育
成
等
の
活

動
を
行
う
団
体

に
対
し
て
、
１

団
体
を
選
択
か
、

基
金
に
積
立
て

す
る
か
を
、
納

税
者
が
決
め
る

制
度
で
す
。
市
民
活
動
支
援
及

び
促
進
の
た
め
、
制
度
の
検
討

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長

自
分
の
税
金
の
使

い
道
を
市
民
が
直
接
決
め
ら
れ

る
と
い
う
納
税
意
識
の
向
上
と
、

地
域
の
市
民
活
動
を
市
民
が
支

え
る
と
い
う
意
識
の
醸
成
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で

有
益
な
試
み
で
す
。
本
市
で
も

こ
の
試
み
は
注
視
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
施
策
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
制
度
導
入

に
は
賛
否
両
論
あ
り
、
現
時
点

で
は
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員

市
民
活
動
団
体
の
持
つ

柔
軟
性
や
主
体
性
を
損
な
う
こ

と
な
く
、
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
民
の
活
力
を
引
き
出

す
た
め
、
行
政
側
の
十
分
な
配

慮
が
必
要
で
あ
り
、
協
働
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

総
務
部
長

全
庁
的
な
推
進
体

制
を
確
立
す
る
た
め
、
各
課
の

職
員
の
参
画
を
得
て
、
ま
た
、

市
民
活
動
推
進
委
員
会
で
協
議

を
経
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

議
員

地
球
温
暖
化
に
伴
う
風

水
害
の
被
害
が
世
界
規
模
で
起

き
て
お
り
、
大
国
一
国
で
は
解

決
で
き
な
い
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
民
活
動
団
体
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
の
推
薦
に
よ
る
認
定
シ
ー

ル
の
発
行
を
提
案
し
ま
す
。

市
民
生
活
部
長

戸
田
市
温
暖

化
防
止
認
定
シ
ー
ル
の
発
行
な

ど
、
率
先
し
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
方
を
奨
励
す
る
制
度

等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

資源物の持ち去り�

高齢者虐待�

自主防災組織の活動�
　ハザードマップの活用�
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自動販売機�

住民基本台帳閲覧�
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中名生　隆　議員�

１％市民税を市民が決める�
　　市民活動支援�

▲武蔵野市テンミリオンハウス「きんもくせい」の活動

▲介護保険制度の見直しでの影響は

▲ NPO法人や市民活動団体の支援・促進のために

議
員

補
助
金
等
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
支
出
は
昨
年
度
の
決
算

で
ど
の
程
度
で
あ
り
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
事
業
や
団
体
に
対

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

総
合
政
策
部
長

補
助
事
業
数

で
２
１
５
件
、
約
１５
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
も
の
と

し
て
は
私
立
幼
稚
園
保
育
料
等

補
助
金
や
戸
田
橋
花
火
大
会
等

が
あ
り
ま
す
。

議
員

減
額
や
廃
止
、
必
要
な

所
に
は
新
た
に
補
助
を
し
て
い

く
こ
と
も
含
め
、
補
助
金
等
の

一
斉
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
は
。

特
に
公
園
緑
地
公
社
の
よ
う
に

昨
年
余
剰
金
を

出
し
て
い
る
よ

う
な
所
は
減
額

を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
、

ど
う
で
す
か
。

各
部
部
長

公

園
緑
地
公
社
は

来
年
度
か
ら
見

直
し
ま
す
。
ま

た
、
全
体
と
し

て
も
合
理
化
を

図
っ
て
い
き
ま

す
。

議
員

監
査
委
員
が
補
助
金
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
財
政
援
助
団
体

等
の
監
査
を
実
施
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
。

監
査
委
員
事
務
局
長

必
要
に

応
じ
て
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員

前
回
の
質
問
後
も
制
定

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

議
員
立
法
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
が
、
考
え
は
ど
う
で
す
か
。

市
民
生
活
部
長

モ
ラ
ル
向
上

に
向
け
た
施
策
を
積
極
的
に
行

っ
て
き
た
が
、
条
例
制
定
も
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

京
都
議
定
書
目
標
達
成

計
画
の
公
表
を
受
け
て
、
具
体

的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
う
で
す
か
。

市
民
生
活
部
長
　
第
２
期
の
戸

田
市
環
境
保
全
率
先
実
行
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
１９
年
度
に
は

１６
年
度
比
５
％
削
減
と
い
う
目

標
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。
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遠
藤
　
英
樹
　

議
員�

▲温暖化防止に向けた取り組みをしている人々

戸
田
市
地
球
温
暖
化
防
止

認
定
シ
ー
ル
の
発
行
を

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
は

京
都
議
定
書
の
取
り
組
み
は

公
園
に
健
康
機
器
を

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
の
対
策
を

防
災
ラ
ジ
オ
の
取
り
組
み
を

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
設
置
を

※：テンミリオンハウス＝武蔵野市が年間1000万円（テンミリオン）を上限に、運営費補助などの活動支援を行い運営されている小規模ハウス

※


